
薬剤疫学入門セミナー 
（2026 年改訂） 

 

 一般社団法人くすりの適正使用協議会 

公益財団法人日本薬剤師研修センター 

 

【概要】 

・薬剤疫学への導入として、最初に疫学の基礎を概説し、次いで、分析疫学の代表的な研究手法として、コホー

ト研究、ケース・コントロール研究、ネステッド・ケース・コントロール研究について概説します。 

・薬剤疫学を学ぶ上で最初に理解しておくべき事項を初心者向けに分かり易く解説しています。 

・現場の薬剤師が日常業務に必要となる、臨床研究結果を理解するために、基礎となる薬剤疫学の初歩を理

解することができます。 

 

【プログラム】（敬称略・講師所属等は収録当時） 

セミナーの開講にあたって（挨拶） 5 分 

俵木 登美子 （たわらぎ とみこ）一般社団法人 くすりの適正使用協議会 理事⾧  

① 疫学研究の分類と事例  20 分 

新垣 航 （しんがき わたる）一般社団法人くすりの適正使用協議会:興和株式会社 

② 疫学研究に用いられる用語と結果に影響する因子  30 分 

若杉 直子 （わかすぎ なおこ）一般社団法人くすりの適正使用協議会:アステラス製薬株式会社 

③ 薬剤疫学／症例報告／症例集積研究  20 分 

金田 歩 （かねだ あゆみ）一般社団法人くすりの適正使用協議会:武田薬品工業株式会社 

④ 分析疫学１:コホート研究  40 分 

坂下 雅俊 （さかした まさとし）一般社団法人くすりの適正使用協議会:大塚製薬株式会社 

⑤ 分析疫学２:ケース・コントロール研究  35 分 

坂本 祐輔 （さかもと ゆうすけ）一般社団法人くすりの適正使用協議会:エーザイ株式会社 

⑥ 分析疫学 3:ネステッド・ケース・コントロール研究  35 分 

西村 拓人 （にしむら たくと）一般社団法人くすりの適正使用協議会:第一三共株式会社 

 

【単位数】２単位（e-ラーニング研修として） 


